
　　野営法研究会 Step1 参加にあたって
日本ボーイスカウト茨城県連盟　　

野営法研究会 Step1 とは

野営法研究会は、スカウト教育の特長である野外における活動（キャンプ）ついて、その推進者である隊長及び副長が、
安全で魅力あふれる活動が展開できるよう、十分な知識と技能を獲得するとともに、スカウトの野営技能とスカウト教育
法ついて「実行によって学ぶ」ことで更に理解を深め、野外活動の基本から応用までの修得を目的に開設するものです。

野営法研究会は、 その履修レベルによって Step1 から Step4 までの 4 つが設けられています。
野営法研究会 Step1 は ､ カブ隊・ビーバー隊の隊長、ボーイ隊 ･ ベンチャー隊の副長の必修研修となっており、スカ

ウトキャンプを安全に指導できる基本知識と基本技能、そしてスカウト精神を修得するために開設されます。

野営法研究会 Step1 の構成

野営法研究会は、参加者が事前に自由な時間に取り組む「課題研修」と 1 泊 2 日のキャンプ生活による学習の「基本訓練」
からなっています。この 2 段階の研修を履修すると、キャンプマネージャー（CS 部門）、キャンプスタッフ（BS・VS 部門）
の資格が得られます。
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◆課題研修（予備学習・事前研修）
　・基本訓練での学習 ･ 研究を効果的にするために、個人で行う事前研修です。
　・課題は 4 つあり（裏面参照）、団内の先輩指導者等の支援を受けて取り組みます。
　・自習した課題は、当日受付で提出してください。（A4 用紙　縦置き・横書き）

◆基本訓練
　・野営法研究会は、野営法講習会とは異なり受動的に教わるところ（講習会）ではなく、ここでの学習が、隊のキャ

　　　ンプで即活用できるよう、自ら能動的に思考し実行して理解していくところ（研究会）です。
　・もちろん経験豊かなスタッフが指導・支援しますが、参加者の皆さんの積極的な取り組みが求められます。

区　　分 対　　象　　者 期　間・方　法 修了したときの資格

野営法研究会 Step1 ◎隊長（カブ、ビーバー）
◎副長（ボーイ、ベンチャー）
○他の隊指導者、団指導者

1 泊 2 日のキャンプに
参加。

・BS・VS 部門のキャンプスタッフ
・ CS 部門のキャンプマネージャー

野営法研究会 Step2 Step1 を修了した
◎隊長（ボーイ、ベンチャー）
○他の隊指導者、団指導者

2 泊 3 日〜 3 泊 4 日の
キャンプに参加。

・BS 部門・VS 部門のキャンプマネージャー

野営法研究会 Step3 Step2 を修了した
◎トレーニングチーム員、コミッ
　ショナー
○他の隊指導者、団指導者

1 年の期間内で、全て
の単位を履修。（自己研
修、自主合同研修等）

・技能章「野営章」の指導員・考査員
・野営法研究会の講師

野営法研究会 Step4 Step3 を修了した
◎正副リーダートレーナー
○ボーイ・ベンチャー担当コミッ
　ショナー、TT

3 年の期間内で、全て
の単位を履修。（自己研
修、自主合同研修等）

・野営法研究会の主任講師

※◎印の者は、就任 1 年以内の受講が必修、　○印の者は、受講を推奨。　
※「キャンプマネージャー（SCM）」とは、スカウトキャンプの管理運営者としての責務を持つ者。すなわち、通常は「隊長」 がその任に就く。
　 「キャンプスタッフ (SCS)」とは、キャンプマネージャーの下でキャンプを運営する者。すなわち、通常は「副長」「副長補」等。



「課題研修」課題

課題1

　　日本連盟発行書籍「指導者のためのスカウトキャンプ」を読み、読んだ感想を簡単にまとめて
　　ください（特にP.2〜 P.19について、熟読すること）。

　課題 1では、指定の書籍を熟読することで、基本訓練で学習する「スカウトキャンプ」の在り方・目的・意
　　義・方法や指導者の役割等について事前に学習します。基本訓練では、この書籍を熟読されていることを前
　　提に各セッションが展開されます。（A4用紙 1枚以内にまとめてください。）

課題2

　　当該部門のスカウトに向けた「隊の夏季キャンプのしおり」を作るにあたって、必要な項目を
　　列挙してください。
　　また、事前にキャンプに参加するスカウトの保護者に伝えるべき項目を列挙してください。
　　※いずれも「項目」のみとします。ビーバーの指導者は、他の部門の夏季キャンプを例にとっ
　　　　て列挙してください。

　課題 2では、キャンプを運営する主体の指導者として知らなければならない各種事項について、項目を列挙
　　することで確認すると同時に、主体となる指導者の責任について理解します。

課題3

　　次のなわ結びが確実にできるよう、練習してきてください。（この課題は提出の必要はありません。）

		  ・本結び		 ・一重つぎ	 ・ふた結び	 ・ねじ結び	 ･ 角しばり
　		  ・もやい結び　	 ・８の字結び　	 ・てぐす結び　	 ・巻結び　	 ・引きとけ結び

　課題 3では、キャンプの必要な基本のロープ結びを練習します。これらは、キャンプで即実践できるように
　　覚えてきてください。これらの結びができることを前提に各セッションが展開されます。また、これ以外で
　　キャンプに必要となる結びについては、基本訓練で取り上げます。

課題4

　　課題1,2,3をもとに、野営法研究会Step1で学習したいことを列記してください。

　課題 4では、課題 1〜 3を踏まえ、キャンプを運営する主体の指導者（隊長）として必要な基本的な知識・
　　技能について整理し、自分自身がキャンプを運営する主体の指導者としての役割を果たすために学習しなけ
　　ればならないと思うこと（使命感・義務感）、自分自身で学習あるいは体験したいこと（欲求 ･ニーズ）を
　　整理することで、基本訓練で学習したいことを明確にします。

※この用紙を表紙にして、課題を提出してください。
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